










































































































































～ 9 10～19 20-2930-3940-49
人数 1 1 0 3
人数 (%) 34.4
50-5960-6970-7980～ DKo NA.計
9 3 1 4
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1   1   2   1   3   1   4   1DK NA I  言十NA I
人ず女 1 12 1 36 1 22 1 2 1 2 1 74




























































































































































































3年以内 3～10年 永 住 わからない1  言十
人数 I H 9 8 46   1   74





























































































































































































































































































































































lncrease of Foreign Residents and Reorganization of Community in Nishio(2)
(2) The comparative analysis of the community activities in X prefectural
apartment and those in Y prefectural apartment
MATSUMlYAAshita
In this paper, I try to analyze the process how host residents in Nishio City have come to accept
Brazilian migrants, and these migrants have come to organize there own community groups. In order
to understand the process, I analyze two points.
1) The community activities in which both Japanese and Brazilian residents have taken part in Y
prefectural apartment
2) The comparative analysis of the community activities in X prefectural apartment which have
been leaded by Japanese community leader and those in Y prefectural apartment which have a special
character ttrat Brazilian residents have organized there autonomous community groups.
Through these analyses, two findings are conducted.
Firsfly, to make the community both Japanese and, Brazilian residents live in good relationships, it is
very important that the system Brazllian residents get to the official members of self-government
organization.
Secondly, Brazilian residents in Nishio City have come to organize themselves getting over the
structural limitation of Japanese society. This finding will develop a new view point for the study of







































7  8   9  10  11  12
最小1年 最大12年 平均5,7年
●今後の日本滞在予定



























1       74
1_4     1000
1自分 2知人 3職場の人 4役所の人
間11.自治会の存在を知っていますか。
5家族、親族 6その他











































1.市のたよりなど広報誌 2.回覧板 3.日本の新聞・テレビ・ラジオ 4母国語の新聞や雑誌 5,知人から 6.な
し
問21参加組織、団体 (複数回答)
















1.住宅内清掃 2.空き缶、古紙回収 3.西尾まつり 4.フェスタジュニーナ 5.自治会の夏祭 6.バーベキュー
7.住宅内の子どものためのポル トガル語教室の運営
問23.サークル、グループ活動
活動している 活動していない  DK.NA.    計
人数     lo      62      2      74















1      2      3      4    DK_NA    言十
人数   12   36   22   2    2   74





























1.言葉 (日本語)の問題 2.子どもの教育 3育児 4.夫。妻または親との関係 5,日本人の友人をもつこと
6.同国人との関係 7病気 。医療 8住宅 9.自動車 (免許 。駐車場など) 10.近所つきあい H環境 (自然・


















2    3    4    5    6   DK NA  計
人数   0   15   2   32   15   8    2   74



















































している    していない     計
人数      61      13      74
人数(%)    823     177     1000
問Hl 仕事の形態
派遣業者   直接雇用    その他     計
人数      41      18      2      61
人数(%)    672      295      3.3      1000
問H2 1週間の労働時間
最短5時間 最長80時間 平均49.4時間
問13 最後に、あなたはこの5年後にどのような生活をしていたいですか。夢をお聞かせください。
・ブ ラジルに戻 る
。整体マッサージ、あるいはそれらに関係した学校を見つけ、働くこと
。決まっていない。
・ブラジルに戻り、生計をたてる
。ブラジルに戻り、大学で勉強する。
・特に大きなプランはないのですが、私が健康であること、私の子どもたちが学業を達成できるように育てることで
す。私の子どもたちに、工場で働いてほしくないと思いますっそして世界では、暴力が減り、人間的な思いやりが増
し、今日よりもよいものであって欲しいと思います。ここ日本で、私は、幸せに暮らしているでしょうっ私の両親が
日本すべてを好きであつたように、そして、私の子どもたちが、ブラジルで生活するのを全く考えないように、私は
日本を愛しているでしよう.
。経済がよくなって、ブラジルに戻る
。ブラジルに家を買うことです。
・家をたてて、不動産の仕事を始める。
・だいたい6～7午日本にいたい。そしてその期間、自分の仕事を続けたいと考えています。
。ここ日本か、ブラジルに自分の家を建てたい。
。もし金銭的に許されれば、ブラジルに帰るか、旅行がしたい。
63
・この国の住民である日本人住民と外国人住民すべてが、1つのコミュニティで満足できるために働く。
'経済的安定のためにたくさん働く。
・ブラジル経済の安定。
。もつとよくなっているブラジルに戻りたい。神と日本と私の両親の力によつて。
・家族とともに、プラジルに戻りたいです。私たち自身のためと、そして、コミュニティのために、何かしたいと思
います。園芸などをしたい。
。ここ5年の私たちのプランは、再びブラジルに帰ることです。なぜなら、私たちの家族がブラジルにいるからです。
・5年後には、もうブラジルに戻つていたい。すでに私の家族はプラジルに戻っていて、今さみしく感じているから。
。ブラジルに戻ること。
・ブラジルに戻ること。
・ブラジルに戻る・こと。
・ブラジルに戻ること.
・大学院の修士課程に進むか、教職に戻る。
,ブラジルにいたい。そしてそこでは日本で稼いだお金で買つた家に住みたいと思う。そして、'医適にまた安全に家
族と共に暮らせるような経済状況にありたい。
・将来の計画はない
。まだ決めていないが、何か商売をしながらブラジルで暮らしたい。
・ブラジルに戻ること。そして、自分の商売を立てて、子ども達を大学に行かせたい。
。お金を貯めてブラジルに戻り、子ども達を大学に行かせたい。
,ベルーに戻りたい。
。私の家族が生活できるいい家がほしい。また、働く以外にも、月々の家賃を得られる賃貸住宅を持ちたい。
Q
